
令和６年２月１日 

 

「脱炭素」の取組や「水素」に関する先進企業視察を実施します！ 

 

世界的に脱炭素の流れが加速する中、ライフサイクルでの環境負荷低減が求められてい

る製造業を中心とした県内企業に向けて、川下企業の CO2排出量明示請求に応えるための

システム開発に取り組む中小企業の事例を紹介するとともに、「水素」に関して先進的に取

り組む企業への視察を行います。 

なお、本件に関しては、県政記者クラブ、経済金融記者クラブに同時にお知らせしてい

ます。 

記 

 

１ 事業名称  おかやまグリーン成長支援事業 

２ 内  容   

（１）日 程  令和 6 年２月２８日（水）～２９日（木） 

（２）視察先及びその内容 

ア 脱炭素に取り組む中小企業の事例 

株式会社今橋製作所（茨城県日立市十王町伊師 20-42） 

・自社開発システム「部品単位の CO2見える化システム」のデモ 

・中小企業の脱炭素経営の取組紹介 

イ 水素に関する技術動向等の事例 

コマツ小山工場（栃木県小山市横倉新田 400） 

・水素混焼発電機（コマツ及び株式会社日立製作所の技術供与により、 

デンヨー株式会社が開発）等の見学 

・コマツのカーボンニュートラルへの取組紹介 

３ 定 員  １０名 ※先着順 

４ 参加費  無料（ただし、旅費及び宿泊費等は各自負担となります。） 

５ 申 込  令和６年２月２１日（水）17：00 までに、所定の申込書により、事務局あ

てＦＡＸまたはメールで送付。 

６ 主 催  岡山県（委託先：公益財団法人岡山県産業振興財団） 

７ 事務局  公益財団法人岡山県産業振興財団 ものづくり支援部 研究開発支援課 

TEL：086-286-9651 FAX：086-286-9676 E-mail:green@optic.or.jp 

 

【LCA（ライフサイクルアセスメント）】製品における一連の過程（原料の採取、加工や製造、物流、消費、

廃棄処理やリサイクルなど）で投入する資源や環境負荷を、包括的に評価する手法。サプライヤーにとって、

部品等の製造過程の CO2削減等に、いかに取り組むかが、メーカー等との取引を継続・拡大するための重要

な経営課題となっている。 

お 知 ら せ 

所属 岡山県 産業労働部 産業振興課 

担当 成長支援班 石井・赤木（内線 5166） 

直通 086-226-7379 


